
  

　｢
展
勝
地
異
聞｣

　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
玄げ

ん

　
伸し

ん

展
勝
地
異
聞

　｢

さ
く
ら
は
歩
い
て
此こ

こ処
ま
で
来
た

の
っ
す｣

そ
う
言
っ
て
、
故
熊
谷
明
彦
氏

は
笑
っ
た
。｢

ハ
ア
？(

歩
い
て
此
処
ま
で

来
た
の
は
、
熊
谷
さ
ん
…)｣

と
困
惑
す

る
。
テ
ー
ブ
ル
の
向
こ
う
に
は
静
か
に
笑

う
館
の
主
、
故
藤
原
八は
ち
や弥

氏
と
故
藤
原
博

行
氏
が
い
た
。
時
は
今
か
ら
四
十
年
程

前
、
所
は
私
設
藤
原
美
術
館
。
展
勝
の
花

神
が
奏
で
た
卯
月
一
夜
の
夢
物
語
。

　｢

さ
く
ら
は
歩
い
て
此
処
ま
で
来
た

の
っ
す
。
気
候
や
地
勢
、
住
み
や
す
い
風

土
を
求
め
て
…｣

満
開
の
夜
桜
と
お
神
酒

が
桜
の
花
神
の
舌
の
回
り
を
滑
ら
か
に

し
た
。｢

さ
く
ら
の
原
産
地
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

で
、
そ
こ
か
ら
中
国
大
陸
・
朝
鮮
半
島
を

経
て
東
へ
東
へ
と
約
６
千
キ
ロ
、
幾
百
万

　
展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
で
、
1
0
0
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
展
勝
地
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
展
勝
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
こ
と
、
地
理
的
な
こ
と
、
自
然
環
境
の
こ
と
、
そ
し
て
、
展

勝
地
に
深
く
関
わ
っ
た
人
々
や
展
勝
地
を
題
材
に
し
た
美
術
・
文
芸
作
品
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
次
回
は
平
成
30
年
７
月
27
日
に
発
行
し
ま
す
。

展
勝
地
風
土
記

平
成
30
年
４
月
27
日

展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会

問
い
合
わ
せ
／
北
上
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
☎
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８
２
７
９

年
の
歳
月
。
『
い
つ
か
は
き
っ
と
安
住
の

地
で
、
自
分
を
愛
で
て
く
れ
る
二
本
足
の

動
物
と
出
会
え
る
筈
だ
』
そ
ん
な
事
を
夢

見
な
が
ら
歩
い
て
来
た
の
っ
す｣

歩
行
桜

の
謎
が
解
け
、
極
東
の
国
で
現
実
と
な
っ

た
桜
の
夢
を
知
る
。

　
１
９
２
１
年
開
園
の
展
勝
地
。
間
も
な

く
白
寿
を
迎
え
、
あ
ち
こ
ち
切
り
刻
ま
れ

た
老
木
も
、
そ
の
当
時
は
初
老
の
大
木
の

趣
が
あ
っ
た
。
桜
の
回
廊
よ
り
徒
歩
１

分
。
藤
原
八
弥
画
伯
が
私
財
を
投
じ
て
昭

和
45
年
に
開
館
し
た
私
設
藤
原
美
術
館
は

展
勝
地
児
童
公
園
に
隣
接
し
た
白
亜
の
建

物
だ
っ
た
。
同
時
に
八
弥
氏
の
ご
子
息
、

博
行
氏
が
創
設
し
た
劇
団
き
た
か
ぜ
の
稽

古
場
兼
事
務
所
で
も
あ
っ
た
。
床
下
高
一

間
半
の
高
床
式
は
北
上
川
の
洪
水
対
策
の

為
の
空
間
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
劇
団
に

と
っ
て
貴
重
な
作
業
場
兼
資
材
置
き
場
と

な
る
。
花
見
で
沸
く
児
童
公
園
を
横
目
に

５
月
の
連
休
ま
で
、
そ
こ
は
“
子
ど
も
の

日
”
の
イ
ベ
ン
ト
準
備
の
作
業
場
所
と
な

る
。
４
月
、
桜
満
開
と
は
い
え
夜
は
冷
え

る
。
寒
さ
に
耐
え
か
ね
て
美
術
館
の
階
段

を
駆
け
上
る
。

　｢

桜
並
木
は
簪

か
ん
ざ
しな

の
っ
す
。
桜
の
回
廊

は
天
地
の
華
の
入
口
な
の
っ
す｣

熊
谷
氏

が
杯
を
傾
け
る
と
、
八
弥
氏
が｢

展
勝
地

の
絶
景
は
陣
ヶ
丘
か
ら
の
眺
め
。
展
勝
地

絶
景
の
極
は
国
見
山
山
頂
か
ら
の
眺
望｣

と
笑
っ
た
。
博
行
氏
よ
り｢

…
解
る
か｣

と

問
わ
れ
、
私
は
笑
い
な
が
ら
床
下
の
作
業

に
戻
っ
た
。
正
直
、
良
く
解
ら
な
か
っ

た
。
や
が
て
、
良
く
解
ら
な
い
自
分
に
腹

が
立
っ
て
き
た
。
こ
の
辺
の
公
用
語
『
ゴ

シ
ェ
ッ
パ
ラ
ゲ
ダ
』
の
で
あ
る
。
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勢
い
は
怖
い
。
そ
の
晩
、
陣
ヶ
丘
に
一

人
向
か
う
事
を
決
意
し
た
。
目
に
し
た
驚

愕
の
光
景
は
、
驚
く
べ
き
眺
望
で
は
な
く



第１回北上市民劇場のチケット

(

夜
だ
か
ら
当
然)

、
狐
が
化
け
た
お
姉
さ

ん
で
も
足
の
無
い
青
白
い
顔
の
お
化
け
で

も
な
く
、
足
元
の
ふ
ら
つ
く
赤
ら
顔
の

酔
っ
払
い
の
オ
ジ
サ
ン
だ
っ
た
。
赤
の
他

人
を
後
部
座
席
に
乗
せ
、
あ
れ
こ
れ
聴
い

て
迷
走
１
時
間
30
分
。
『
急
に
後
ろ
か
ら

首
を
絞
め
ら
れ
た
ら
…
』
あ
ら
ぬ
妄
想
に

怯
え
な
が
ら
、
自
宅
ま
で
送
り
と
ど
け
た

時
は
日
付
が
変
わ
っ
て
い
た
。
夜
、
突
然

出
く
わ
し
て
一
番
怖
い
の
は
生
き
た
人
間

だ
と
理
解
し
た
瞬
間
で
あ
る
。

　
閑
話
休
題
。
当
時
の
花
神
た
ち
の
言
葉

の
記
憶
は
明
確
で
は
無
い
。
よ
っ
て
前
述

の
言
葉
の
再
現
性
も
甚
だ
怪
し
い
。
け
れ

ど
も
…
何
か
が
残
っ
て
い
る
。

　
形
を
変
え
て
も
40
年
も
自
分
の
中
に

残
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
大
切
な

事
を
伝
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
う
思

え
た
の
は
、
そ
の
後
、
博
行
氏
の
演
劇
活

動
に
参
加
で
き
た
お
か
げ
だ
。

　
劇
団
き
た
か
ぜ
を
創
設
、
年
間
１
５
０

回
を
超
え
る
巡
回
公
演
で
岩
手
と
東
北
を

駆
け
回
っ
た
博
行
氏
は
、
子
ど
も
た
ち
に

向
け
た
そ
の
上
演
作
品
全
て
を
創
作
・
演

出
し
た
。

　
１
９
７
８
年
３
月
19
日
、
北
上
市
民
会

館
で
第
１
回
北
上
市
民
劇
場
『
白し
ら
さ
ぎ鷺
の
灯

～
灯
籠
流
し
の
は
じ
ま
り
～
』
が
上
演
さ

れ
た
。
作
・
演
出
を
博
行
氏
が
手
掛
け
、

川
岸
・
立
花
・
国
見
山
が
主
な
場
面
と
な

う
な
気
が
し
た
。
“
さ
く
ら
ホ
ー
ル
”
此

処
も
人
の
想
い
が
創
っ
た
北
上
市
民
会
館

の
継け

い
し
ょ
う
ち

承
地
。

　
『
さ
く
ら
ホ
ー
ル
絶
景
の
極
は
大
ホ
ー

ル
舞
台
か
ら
の
眺
望
』
と
、
不
意
に
博
行

氏
の
声
『
良
い
華は

な

み観
の
場
所
が
出
来
た
』

る
物
語
の
終
盤
、
白
鷺
の
化
身
“
サ
キ
”

か
ら
託
さ
れ
た
灯
籠
を
子
ど
も
た
ち
が
川

面
に
流
す
。
劇
中
の
重
要
な
小
道
具
で

あ
っ
た
博
行
氏
デ
ザ
イ
ン
の
灯
籠
は
、

“
北
上
み
ち
の
く
芸
能
ま
つ
り
”
の
梵
燈

の
原
型
と
な
っ
た
。
物
語
の
想
い
と
願
い

は
今
に
繋
が
っ
て
い
る
。
祭
り
初
日
、
国

見
山
山
頂
で
採
火
さ
れ
た
歴
史
の
灯
は
梵

燈
に
採
火
さ
れ
山
を
下
る
。
鬼
剣
舞
大
群

舞
の
篝か
が
り
び火
の
炎
と
な
り
、
最
終
日
、
ト

ロ
ッ
コ
に
乗
っ
て
北
上
川
の
流
れ
に
身
を

委
ね
星
に
な
る
。

　
２
０
０
４
年
２
月
８
日
、
さ
く
ら
ホ
ー

ル
で
第
27
回
北
上
市
民
劇
場
『
山
河
　
花

満
ち
て
～
展
勝
の
時
空
を
駆
け
抜
け
た
人

び
と
～
』
が
上
演
さ
れ
た
。
さ
く
ら
ホ
ー

ル
で
の
第
一
回
目
の
市
民
劇
場
は
、
２
０

０
２
年
発
行
の
展
勝
地
80
年
記
念
誌
『
山

河
　
花
満
ち
て
』
を
元
に
劇
団
き
た
か
ぜ

に
所
属
し
た
三
浦
勝
氏
が
脚
色
し
た
。

カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル
で
満
員
の
観
客
が
桜
色

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
げ
、
舞
台
を
称
え

て
く
れ
た
。
ま
る
で
客
席
に
満
開
の
桜
が

咲
い
た
よ
う
に
。

　
瞬
間
、
ふ
と
思
っ
た
。
劇
場
に
何
百
何

千
の
人
々
が
集
う
。
満
開
の
桜
の
元
に
人

が
集
う
。
共
通
す
る
の
は
『
日
常
に
無
い

事
』
を
楽
し
む
“
ハ
レ
”
の
感
覚
な
の
だ

ろ
う
と
。
だ
か
ら
、
劇
場
に
来
る
も
花
見

に
行
く
も
大
差
は
無
く
、
そ
れ
で
良
い
よ

…
い
や
、
そ
う
聞
こ
え
た
よ
う
な
気
が
し

た
。

　
改
め
て
想
う
。
き
ら
び
や
か
な
桜
の
簪

は
、
前
世
と
現
世
と
後
世
を
繋
ぐ
天
地
の

華
の
入
口
な
の
だ
と
。

昭和35年　口内町生まれ。
小学生の時に北上の児童文化運動ボランティアサークル『虹の会』の活動に参加。
故藤原博行氏と出会う。活動に惹

ひ

かれ、中学生の頃から同会のボランティアメン
バーとなる。その後『劇団きたかぜ』にアマチュアとして参加。
第25回北上市民劇場『白鷺の灯』(第1回北上市民劇場『白鷺の灯』作・演出 藤原
博行氏の再演)・第27回北上市民劇場『山河 花満ちて』演出
岩手県立北上翔南高等学校実習教諭。
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